
 

 

 

 前回の道徳通信はいかがだったでしょうか？４月から各学年とも道徳の授業を通して、前回取り上げた項目に

ついて毎時間友だちと話し合いを重ねながら取り組んで、自身の心の成長につなげているところです。さて、今

回の道徳通信は、「道徳科の評価」について取り上げていきたいと思います。道徳科の授業も他の教科と同様に

毎時間の取り組みについて評価を行っています。どのような視点なのか？また、神埼中独自の取り組みを交えな

がらお伝えできればと思います。 

 

○道徳科の評価について 

 皆様もご存じの通り、道徳科以外の教科では、通知表に表されているように「知識・技能」「思考・判断・表現」

「主体的に取り組む態度」の３観点で評価を実施しています。一方で道徳科の評価は、まったく異なります。道

徳は「道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的に考え、人間と

しての生き方についての考えを深める。」という目標が掲げられています。つまり、授業を通しての「心の成長」

を評価するということです。そのために、先ほどの目標に倣い、各学校で独自の視点を用いて評価につなげてい

ます。 

 

 

○神埼中学校の道徳科の評価の視点について 

 神埼中学校では、道徳科の掲げている目標から、次のような３つの評価の視点を作りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これら３つの視点に優劣はなく、どれができたからいい、よくないは存在しません。生徒の授業の振り返りの

中から、１時間の授業での心の成長を読み取り、評価につなげています。ちなみに、それぞれの視点が生徒にも

わかりやすいように、「価値の理解 → 神」、「考えの広まり・深まり → 対」、「意欲の高まり → 応」の

神埼中学校伝統の神対応を記しています。毎時間のワークシートを評価につなげ、年度末の通知表に記載してい

ます。裏面に実際の生徒の振り返りを載せているので、確認されてみてください。 

 

 

裏面に、生徒のワークシートも載せています！ぜひご確認ください！ 

令和5年10月 

文責：神埼中学校情報活用部会 道徳通信 

今日学んだテーマの 
大切さがわかった 

対話を通して考えが 
広まった・深まった 

考えたことを 

やってみようと思った 

価値を理解している 

自分の考えの 
ひろまり・深まり 

意欲の高まり 

生徒の記述の内容 評価の視点 
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○道徳科の評価のようす（生徒のワークシートより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○編集後記 

 いかがだったでしょうか？次回は神埼中学校が取り組んで入る研究の様子を、子どもたちの 

授業の様子とともにお伝えできればと思います。次回発行は 12月下旬予定です。また、道徳 

通信の感想等も募集します。右のQRコードから回答をよろしくお願い致します。 
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これから増えて欲
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